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論文内容の要旨 
本論文は，カンボジアの世界遺産である Preah Vihear寺院およびその周辺地域を，ど
のように今後持続可能な形で開発していくべきかについてのビジョンを，包括的かつ多面
的な視点から描くことを目的としている． 
 
2008年7月7日，Preah Vihear寺院およびその周辺地域は，世界遺産登録された．Preah 
Vihear 郡は同国の他地域と比べて最も人口の少ない地域であり，未開発地域である．本
論文ではまず，同国における開発の傾向と開発の課題を分析している．この地域に対して，
存在する開発計画は短期的なもので社会的・経済的開発は存在せず，存在するのは単なる
予算計画にすぎない．長期ビジョンが欠落しているため，現状把握や自然資源に関する包
括的な調査はまったくなされていない．住民の居住は場当たり的であり，自然が有する住
民の未来を支える役割は理解されず，他の地域から取り残され，その結果，人的資源は限
られている．このように，この地域には，現在，総合開発プログラムを展開する意思も，
試みられるべきアクションプログラムも存在しない． 
 
当該地域は，将来世代のために世界遺産サイトとして保存されるべきであるが，それと
同時に，均衡の取れた開発を許容し，それにより生じる便益が同国の社会の様々なレベル
で公平に共有できるような持続可能な富とするべきである．この意味で，Preah Vihear
世界遺産サイトは，経済・社会成長のための推進力となりうる貴重な宝である．この地域
の開発の成否は，保存と開発を同時に達成するために，シナジー効果を発揮できるように
どのように具体的ビジョンを描くかにある，それにより貧困問題は改善され，エコシステ
ムを破壊せずに開発の成果を享受できる．Preah Vihear地域は，森林などの天然資源，
水資源，未開発の資源，人工的資源が豊富で，それに加えて世界遺産という文化的資源を
有する．産業化または都市化を通した過度の開発による汚染もない．これらの資源が人的
資源と結合することにより，この地域の富，およびカンボジアの富の重要な一部を構成す
ることができる． 
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しかし，この目的を達成するためには，最初にこの地域の富をどのように活用するべき
かのしっかりした基本概念を構築しなければならない．その意味では，基本政策により，
資源の使用とこれらの資源の保全の間のバランスをいかにして確立するかを明確にする
ことが必要である．投資資本のポテンシャルを高めるために，これら資源を恒久的に保全
できる状態に維持するためには，基本概念と基本政策の構築が不可欠である．言いかえれ
ば，Preah Vihear地域の富みは持続可能な投資資本として保護されるべきである．資源
は，成果の最適化ならびに，最適な効率で期待された目的の達成のために使用されるべき
である．資源が適切に用いられれば，その可能性と価値の消耗や破壊も生じないであろう．
そして，Preah Vihearの富みは，様々な資源とあいまって保証され，開発のための価値
ある資産となる．  
 
持続可能な開発プロセスを達成するために，ヒューマンファクターおよび制度上のビジ
ョンを提案している．ヒューマンファクターとしては適切なマネジメント，透明性の確保，
ガバナンスの確立などが重要である．制度上のビジョンをもつことにより，規則に基づく
開発ペースの規制，および政策・戦略のより着実な実施を実現することが可能となる． 
  
このビジョンに基づいて本論文では行動計画を提案している．行動計画は，保存能力を
保証するために富がどのように利用されるべきか，文化的遺産を保護しつつそれと同時に
世界遺産サイトの環境を保全して収益を得るようにいかにプロジェクトが設計され実施
されるべきかの戦略にかかわるものである．このビジョンに従う場合，最も緊急のプロジ
ェクトは寺院の保護である．したがって，世界遺産のマネジメント計画の中で述べられた
指摘に基づいて，維持および復旧工事は直ちに実施されるべきである．これと同時に，開
発に関わる関係機関・部署は，種々の異なる形式での収入を増加させるために，種々の支
援活動に注入されることが可能な財源を早急に確保するべきである．この成長のスパイラ
ルアップが実現すれば，持続的な発展が保証され，また，持続性への道筋が明白に現われ
る． 
 
文化と自然環境を包含した観光産業は，この地域における最も有望な産業である．この地
域の価値とそのポテンシャルの高さは，Preah Vihear地域における最も重要で最も信頼
できる投資資本を構成している．したがって，それは他の可能な選択肢中の優先事項とし
て考慮に入れられ，開発の最優先事項として考慮されるべきである．Preah Vihearの開
発に関するもう一つのビジョンは，Dangrek 山，ラオの南西部，タイの東部およびカン
ボジア北部を含む最貧地区に関する，大メコン・サブ地域構想（以下，GMS構想と呼ぶ．）
である．この構想は，これらの地域が全体として利益を得る開発によって，これらの地域
の貧困問題を改善する目的を有する．未発達の地方へのアクセス，貨物輸送ネットワーク，
知識の伝達および観光開発へのアクセスを提供するインフラストラクチャーを整備する
ことが，この構想の短期的な目標である．したがって，Preah Vihear地域がこの広域圏
プロジェクトによってどのような便益を受けるかを予測しなければならない．この視点に
立って，Preah Vihear 地域の開発戦略は，長期目標として GMS 構想を考慮するべきで
あり，包含される他の地域との適切な友好関係を構築するべきである．GMS 構想が実現
すれば，当該地域の開発の進展によって得られる便益が，この地域以外の国民の生活環境
の改善と，福利の増進をもたらす希望を与えることができる． Preah Vihear地域は，近
隣諸国の諸地域と共同して地域開発を展開することで，これら地域の開発を持続可能とし，
それと同時に，諸国民の安定，友情および平和を保証することができるのである． 
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 論文審査結果の要旨 
本論文は、カンボジアの世界遺産である Preah Vihear寺院およびその周辺地域を、ど
のように今後持続可能な形で開発していくべきかについてのビジョンを、包括的かつ多面
的な視点から描くことを目的としている。 
 
2008年7月7日、Preah Vihear寺院およびその周辺地域は、世界遺産登録された。Preah 
Vihear 郡は同国の他地域と比べて最も人口の少ない地域であり、未開発地域である。本
論文ではまず、同国における開発の傾向と開発の課題を分析している。この地域に対して、
存在する開発計画は短期的なもので社会的・経済的開発は存在せず、存在するのは単なる
予算計画にすぎない。長期ビジョンが欠落しているため、現状把握や自然資源に関する包
括的な調査はまったくなされていない。住民の居住は場当たり的であり、自然が有する住
民の未来を支える役割は理解されず、他の地域から取り残され、その結果、人的資源は限
られている。このように、この地域には、現在、総合開発プログラムを展開する意思も、
試みられるべきアクションプログラムも存在しない。 
 
 本論文において提案されている構想は、世界遺産であるプレアビフア寺院の持続可能
な開発への実現可能なビジョンを示している。この地域は、カンボジアの経済発展のため
の主要な投資資本としての文化的な遺産である寺院に依存している。本論文は、経済的に
も社会的にも持続的に発展する可能性を高めるための基本的メカニズムを構築できるア
プローチを提案している。 資源の保全及び、資源の適切な投資とマネジメントは、直ち
に実施する最初のステップである。 
 
本論文により得られた結論は、以下の通り要約できる。 
 
1. 熟練労働者力、実施専門家、および有能なマネジャーを含む人的資源は、彼らが
状況を評価し、障害に打ち勝つために適切な解決策を見つける能力と素養を持っているこ
とから、持続可能な開発にとって基本的かつ根本的な資源である。彼らの技能及び知識は
労働力市場需要の競争的な環境に対応するよう専門職としての要求の増進に応えられる
ようリサイクルされるべきである。 
 
2. 文化的な資源は非物質的な測り知れないほど貴重な遺産であることから、国家の
アイデンティティを強化するために守られるべきであり、この地域の開発において生産資
源を提供できる持続可能な価値として利用されるべきである。 
 
3. 天然資源は消滅しないよう保護されるべきであり、自然かつ周期的な再生メカニ
ズムに基づいて利用するため適切にマネジメントされるべきである。従って、利用と保存
のバランスを可能とする政策が立案されるべきである。土地、水、森林、鉱物などは保護
され適切に管理されることにより、持続可能になり、また消滅を防止することができる。 
 
4. 自然及び人工環境の保護は開発計画政策に含まれるべきである。違法伐採、森林
開拓、水質汚染、および根拠のないプロジェクトによる農地縮小などの破壊を避けるため、
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当該地域の人口の 80%に相当する地域貧困層のニーズに応えるように、これらの行為は
法律等により禁止され、規制されるべきである。市民に適切なサービスと十分な健康条件
と共に適切な居住環境を提供するために、都市化は計画的に進められるべきである。 
 
5. 上記の 1から 4の結論に適切に応えるために、組織及び政策のあり方を本論文で
は提案している。また、それらは点検され、修正され、改善されるべきである。さらに、
開発のメカニズムを成長させるために短期戦略が計画されるべきである。分散および非集
中の政策を導入することにより、市民、特に地域の貧困層が政府の意思決定に参画するこ
とにより開発過程に包括的に参加することができるようになる。このようにして，経済成
長の成果はすべての市民に等しく分配されるべきである。 
 
6. プレアビヒア地域開発の最初のステップを強化するための戦略的計画において
は、プレアビヒア寺院世界遺産を活用するべきである。そのための開発のプログラムは本
論文に詳細に提示されている。 
 
7. 観光は開発のための先鋒として活用されるべきである。プレアビヒア寺院世界遺
産サイトを利用することによりすでに多くの観光客がこの地域に引き付けられている。プ
レアビヒア地域における隣国タイ及びカンボジア双方からのこの地域の開発を促進する
ため、タイとの良好な協力関係を継続し、両国による国際協力委員会を設立する機会を活
用するべきである 。 
 
プレアビヒア地域での持続可能な開発は達成可能であり、自然、人及び経済的・社会的
発展の統合は適切なタイムスケールのもとで実現可能である。本論文において提案された
根本的なビジョンに基づく計画アプローチは、カンボジア、タイ、およびラオスの最貧困
地域における貧困格差を改善し、生活状態を改良するように貧困層を導くことのできる
「大メコン圏開発」の概念と深くつながっている。 
 
以上のように、本論文は総合開発プログラムを展開する意思も、試みられるべきアクシ
ョンプログラムもこれまでまったく存在しなかったカンボジアの世界遺産であるプレア
ビヒア寺院およびその周辺地域について、持続可能な開発を可能とする政策立案に関する
基本的ビジョンを提供しており、新規性と実用性を有し、東南アジアにおける最貧国のひ
とつであるカンボジアの将来の貧困撲滅と経済発展に資する価値のある論文であり、学位
論文として合格であると判定できる。 
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